
１ .	 役割と基本方針
　継続的研修委員会はJIRAと協賛を得た 3団体（一般社団法人電子技術情報産業協会（ヘルス
ケアインダストリ事業委員会）、日本医用光学機器工業会及び日本理学療法機器工業会）から派
遣された委員を含めて構成され、販売業・貸与業の管理者及び修理業の責任技術者に課せられた
継続的研修を実施している。法令の改正や当工業会・関連団体の医療機器の特性を踏まえた内容
となるよう資料を毎年見直して全国 7地域にて開催し、この研修が医療安全の推進に寄与するこ
とを基本方針としている。

２ .	 2016年度の主な活動項目とその成果
（1）講習資料の作成

販売業・貸与業及び修理業向けに平成26年11月に施行された薬機法における要求事項を再
確認し、JIRAおよび協賛工業会の製品の特徴を踏まえ、違反による行政処分等事例を確
認し、協力いただける行政からの指導内容を含め、より具体的で理解しやすい資料となる
よう見直しを行った。
また、説明資料の他、関連法令及び通知、法令やテキスト資料は検索等の利用が容易にで
き、また、受講者が営業所内における従事者への教育訓練に活用できるようデジタルデー
タをCD-ROMに収めたものをテキストに添付し提供している。

（2）開催実績
実施年月日、実施場所および修了者数　　合計1,533名（ 8会場　11回開催）
開催地 会場 開催日 開催時間 修了者数
東京① 大田区産業プラザPiO

（ 4階）コンベンションホール 5月27日（金）
10：00～12：25

468
東京② 14：00～16：25

広島 広島国際会議場
（地下 2階）ダリア 6月10日（金） 14：00～16：25 111

福岡 天神ビル（11階）10号 6 月24日（金） 14：00～16：25 191
札幌 北海道自治労会館（ 5階）大ホール 7月 8日（金） 14：00～16：25 99
大阪①

たかつガーデン（ 8階）たかつ 7月22日（金）
10：00～12：25

275
大阪② 14：00～16：25

名古屋 名古屋国際会議場
（ 1号館 4階）レセプションホール 9月 9日（金） 14：00～16：25 210

仙台 トラストシティカンファレンス・仙台
（ 5階）Room2～ 4 9 月23日（金） 14：00～16：25 91

東京補講①
JIRA（欠席者への臨時開催） 1月20日（木）

10：00～12：25 46
東京補講② 14：00～16：25 42
※開催計画は 7会場であったが、2016年度も欠席者等への対応として、JIRA会議室にて臨時開催を行った。

（3）研修実施の講師氏名：（敬称略）
自治体講師：鎌田　淳（北海道）、田中圭一郎（大阪府）、町　一希（広島県）、
団 体 講 師：古川　浩、出川宏規、高梨悟彦、渡辺一哉、
　　　　　　谷川勝哉、松山恭司、長光秀樹、鈴木克之助、高松洋子、村上邦臣、
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　　　　　　戸澤匡広
（4）アンケート結果

2016年度は今後の研修開催の参考とするための受講者へのアンケートを会場にて実施し、
回収率93％であった。
受講者について
・受講者は、販売業管理者、修理業責任技術者ともほぼ同じであった。
・受講回数は、初めてが11％、 2回以上が約90％で、 6回以上が44％と多く、毎年の受講
を求められており、継続して受講されている。また、JIRAの講習会のみの受講者が約70
％である。このため、毎年の説明内容に新しい事項を含めるよう工夫が必要となる。
講習内容・資料について
・研修内容については、良い＋普通が98％であり満足されているものと考えられるが、悪
いが1.6％あり、この指摘がなにか検討が必要で、今後の改善に繋げたい。
・テキストについては、カラー版が必要：83％であり、このまま継続する必要がある。
・CD等のデジタルデータでの資料の提供に関しては、ダウンロードでよい：51％、CD-

RONが必要：42％で、計93％の方が必要との回答であった。このため、CD-ROMで
の継続提供を継続することとする。
会場等について
・受講者が多い会場では、結果的に席の間隔が狭くなり、悪いとのコメントが多く、会場
の選択について検討が必要である。
・会場のテーブルの汚れ等の指摘もあり、開場前にふき取りを実施するなと、可能範囲で
の対応は次の開催より行った。
・予定外のコメントとして、説明者の説明スキルに関する指摘があり、委員会としても説
明スキルアップのための取り組みが必要である。
これらの結果を踏まえ、今後の研修会がより良いものとなるよう取り組んでいく。

３ .	 2017年度の活動計画概要
（1）講習資料の作成

薬機法改正 3年目になり、この規制に関する変化は少ないが、医療機器の販売、修理等を
行う上で関連する法規である個人情報保護法改正施行（2017/ 5 ）や、臨床研究法の公布
等の環境変化があり、可能な範囲でこれらの情報提供も含め、受講者が参加した意義があ
る講習会とできるよう工夫しておく予定である。

（2）2017度の開催予定と募集定員
開催地 会場 開催日 開催時間 募集人数
東京①

大田区産業プラザPiO 6 月 1 日（木）
10：00～12：30 300

東京② 14：00～16：30 300
福岡 アクロス福岡　国際会議場（ 4階） 6月 9日（金） 14：00～16：30 190
広島 広島国際会議場ダリア②（地下 2階） 6月23日（金） 14：00～16：30 120
札幌 北海道自治労会館 7月 7日（金） 14：00～16：30 200
京都①

京都テルサ　セミナー室（東館 2階） 7月21日（金）
10：00～12：30 150

京都② 14：00～16：30 150
仙台 仙台国際センター　大会議室「萩」 9月11日（月） 14：00～16：30 150
名古屋 名古屋国際会議場 9月22日（金） 14：00～16：30 250
東京③ 2017年10月以降に掲載します 2018年 1 月 14：00～16：30 100
計 7 会場　10回開催　募集総計　1,910名　
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（3）今後の課題
年度毎の各会場の受講者数は、添付資料の通りであり、また研修における受講者への確認
でもかなりの割合で同じ人が毎年受講している状況が伺える。このため、受講者に対し、
新たな情報（興味ある情報）の提供ができるよう検討する必要があり、アンケート等で受
講者の要望も確認し、今後の活動の参考とできるようにしていきたい。
また、製造販売業者の総括責任者等にはこれら受講義務がないことも含め、販売業の管理
者や修理業の責任技術者への研修がどのようにあるべきかを検討し、行政へ提言していく
ことも必要と考えている。

（4）東京会場　下期（ 1月）追加開催について
アンケート結果を踏まえ、欠席者対応の補講を 4年続けてきたが、今年度から下期に東京
会場③を正規の講習会として開催することとした。

（参考）　受講者推移
年・会場における修了者数の推移
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